
 ３　教育委員会が管理・執行を教育長に委任する事務

中項目 小項目

(１)五ヶ瀬教育ビジョンの実践 Ａ

　五ヶ瀬教育ビジョンを発展的に展開するとともに、２年目となる
「豊かな体験活動プログラム」の充実を図った。ビジョン実践５年目
としての取組みの効果が現れており、児童生徒の学習意欲に変化が見
られている。

(２)教職員の資質の向上 Ａ
　町校長会・教頭会研修等の充実,パワーアップ講座等各種の研修を通
じて教職員の指導力の向上を図った。また、学校訪問における指導、
校内研修を通じて資質の向上を図った。

(３)学校管理運営の円滑化 Ｂ
　校長会において、より発展的な学校運営を行なうための学校管理運
営の発案を呼びかけ、実践が図られた。また、危機管理への対応が図
られた。

(４)学習指導の充実・学力向上の推進 Ｂ
五ヶ瀬教育ビジョンの部会の再編により柔軟な活動が図られた。ま
た、教師の授業力向上の取り組みにより、児童生徒の学力が着実に向
上してきている。

(５)人権教育・生徒指導の充実 Ｂ
　人権尊重に関する望ましい価値観を育てるとともに、よりよい人間
関係をつくるための授業や校内研修等を継続して行った。

(６)特別支援教育の充実 Ｂ
　就学指導委員会やおもいやりＧネットワークを活用し、障がいのあ
る子どもの実態把握を行った。特別支援教育支援員については配置を
工夫した。

(７)学校保健・給食の充実 Ｂ
　五ヶ瀬教育ビジョンに基づき、健康で元気な町づくり担当で児童生
徒の健康・体力の向上に努めた。食育教育については積極的な取組み
が始まった。さらに発展が望まれる。

(８)学校体育・部活動指導の充実 Ｃ

　小中学校における体育や学校独自の活動を通じて体力向上策を講じ
ている。本町ではスポーツ少年団や中学校の部活動等、競技スポーツ
に親しむ機会が多いが、競技力向上についてはさらなる充実を図る必
要がある。

(９)学校評価の充実 Ａ
　学校評価委員による評価体制を発展させ継続できている。平成２５
年度は、より評価しやすい評価シートへと改正するとともに、提案し
やすい会議にした。

(１０)教育環境の整備等 Ｂ

　教育施設の整備については、改修を必要としている施設・設備を計
画的に整備していく必要がある。平成２５年度はおいては緊急を要す
る工事・修繕を実施し、三中においては飲料水の安全対策が図られ
た。児童生徒用ＰＣの更新については平成２６年度実施となる。

(１)子育て支援体制の強化 Ｂ
　子育て支援のための地域環境や教育環境を整備するため、住民福祉
推進課・おもいやりＧネットワーク等の関係機関の連携強化、また、
読書活動講座を開催する等、子育て支援事業等に努めた。

(２)家庭教育の充実 Ｂ

　児童生徒の健全な成長を支援するため、家庭・学校・地域社会の連
携に努めている。特に、基本的な生活習慣の調査とその対策を検討す
るとともに、放課後こども教室を中心とした夏・冬休み中の学習教室
開催などを行った。また、各小中学校に家庭教育学級を開設し支援し
ている。

(３)生涯にわたる学習活動の充実 Ｂ
　各講座ごとに本町の特性を生かした個性豊かな生涯学習の推進に努
めている。多数の住民が生涯学習に取組んでいるが、各講座とも高齢
化がすすみ、会員数の維持と指導者の確保が課題となっている。

(４)社会教育関係団体の育成強化 Ｂ

　平成２５年度においても青年団活動の充実継続がみられる。社会教
育各種団体の活動については充実が望まれる。自治公民館においては
平成２４年度同様、地区により差があるものの、自主活動に工夫がみ
られるようになった。

(５)男女共同参画社会づくりの支援 Ｃ
　女性の地位向上と社会連帯意識の高揚を図るため、総務課とともに
社会参加活動を支援しているが、積極的な参加には至っていない。

(６)学習施設の整備充実 Ｃ
図書館整備については、貫原橋の改築計画を待って計画を進めること
とした。地区の公民館改修については要望により実施しているが、平
成２５年度の要望はなかった。

(７)芸術文化の振興 Ｂ

　自然の恵み資料館における特別企画展により、芸術文化の振興が図
られてきている。文化協会においては、加入団体の高齢化、会員の減
少がみられるものの、活動が活発化してきている。学校においては平
成２４年度に引き続き美術の祭典とかがみ会発表会を教育文化祭とし
て同時開催した。

(８)文化財・伝統芸能の保護と活用 Ｂ
　文化財保護調査委員会の活発な活動により文化財の調査・保護がす
すんできている。町内には伝統芸能の保存会が多数存在し、町補助金
等で育成を図っているが、後継者の育成・確保が課題となっている。

(１)生涯スポーツの推進と指導者の養成 Ｂ

　平成２５年度においても、各種スポーツ団体が積極的な活動を行っ
ており、大会参加も積極的である。町民駅伝やバレーボール、ソフト
ボール等の町民大会も継続して開催しているが、悪天候時の対応を協
議する必要がある。指導者の育成は各団体により推進されている。欠
員となっていた町のスポーツ推進委員については平成２５年度から補
充された。

(２)施設の整備充実と活用促進 Ｃ

　スポーツ施設は充実しているが、施設の補修・改修が必要になって
きており、特にＧパーク陸上競技場・スポーツ広場の芝の更新が喫緊
の課題となっている。平成２４年度から養生期間の設定を行い、芝の
回復に務めており、回復が見られるようになった。

(３)体育・スポーツ団体の育成指導 Ｃ
　町体育協会・スポーツ少年団等の支援、組織の強化に継続して努め
ている。指導者の育成が課題である。

３ 生涯スポーツの振興

平成２５年度　　五ヶ瀬町教育委員会　委任事務の自己点検・評価シート

点検・評価

１ 学校教育の充実

２ 社会教育の充実

Ａ：達成している（100％）　　Ｂ：ほぼ達成している（80％）　　Ｃ：概ね達成している（60％）　　Ｄ：達成していない（50％以下）


